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第Ⅴ章 家財の設置状況に関する調査 

 

１．調査の概要 

 耐久財アンケートでは，家財品目別の所有数のほかに，家財（主に大型収納家具）の

設置状況や地震対策の実施状況などについても質問している．本章では，それらの調査

結果の概要をまとめる． 

 耐久財アンケートのうち，家財の設置状況等に関連する質問内容を表Ⅴ-1に示す．な

お，具体的な質問文や調査画面については付録２を参照いただきたい． 

 

表Ⅴ-1 耐久財アンケート 家財の設置状況等に関連する質問内容（その１） 

番号 質問内容 選択肢 

Q21 大地震発生時の予想家財被害 
 ※複数回答 

家具の転倒 
家具の上の危険物の落下(例:ﾃﾚﾋﾞ，電子ﾚﾝｼﾞ) 
家電製品の飛び出しと転倒落下 
ﾋﾟｱﾉの転倒･移動 
部屋の散乱(例:食器棚の扉が開いて中の食器類
が散乱，本棚の本が散乱) 
照明器具の落下 
その他の被害 
被害は発生しない 

Q22 家具転倒防止措置の実施状況 大部分固定している 
一部固定している 
固定していない 

Q23 家具転倒防止措置を実施しない理由 
 ※複数回答 

住居建物の耐震性は十分高いから 
居住地域の地盤がよいから 
建物や家具をいためるから 
固定をしなくても大丈夫だと思うから 
家具類を置いていない安全な部屋があるから 
固定の方法がわからないから 
費用がかかるから 
手間がかかるから 
固定をしても，大地震にあえば被害は避けられ
ないと思うから 
住んでいる地域には大地震が起こるとは思わな
いから 
その他 

Q24 家財の地震対策の実施状況 
 ※複数回答 

積み重ね家具の連結 
収納家具の扉の開放防止 
収納物の落下防止 
ｶﾞﾗｽの飛散防止 
家電製品の転倒防止(例:ﾃﾚﾋﾞ，ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ，冷蔵
庫，電子ﾚﾝｼﾞ，照明器具) 
ﾋﾟｱﾉの移動･転倒防止 
その他の地震対策 
とくに実施していない 

Q25 たんすの所有数(高さ3区分別) 
 ※高さ区分：1.5m以上,1-1.5m未満,1m未満 

※｢造りつけ｣｢営業用･業務用｣のものは除く 
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表Ⅴ-2 耐久財アンケート 家財の設置状況等に関連する質問内容（その２） 

番号 質問内容 選択肢 

Q26 以下の床材種類別のたんす個数(高さ3区分別) 
 ①ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(木) 
 ②畳 
 ③ｶｰﾍﾟｯﾄ(じゅうたん) 
 ④ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ(塩ﾋﾞｼｰﾄ) 
 ⑤その他の床材 

 

Q27 以下の転倒防止措置実施状況別のたんす個数
(高さ3区分別) 
 ①固定なし 
 ②簡易な固定 
 ③しっかりした固定 

 

Q28 
Q29 
Q30 

「本棚」についてQ25-Q27のたんすと同じ質問  

Q31 
Q32 
Q33 

｢主に食器を収納する家具｣(食器戸棚･茶だん
す･ｻｲﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ等)についてQ25-Q27のたんすと同
じ質問 

 

Q34 
Q35 
Q36 

｢その他の収納家具｣についてQ25-Q27のたんす
と同じ質問 

 

Q37 正しい家具固定方法の認知度 よく知っている 
ある程度知っている 
あまり知らない 
全く知らない 

Q38 正しい家具固定方法の実施状況 
 ※Q22で｢大部分固定している｣｢一部固定して
  いる｣と回答した人のみ回答 

正しい方法で固定していた 
一部のみ正しい方法で固定していた 
正しい方法で固定していなかった 
上図の説明にはない方法や器具を使って固定し
ていた 

Q39 ①大地震発生時に転倒しそうな家財 
②転倒した家財に押し潰されそうな家財 
 ※記述式で回答 

 

Q40 ①大地震発生時に上に乗っている物が落下しそ
 うな家財 
②落下した家財がぶつかり，損傷を受けそうな
 家財 
 ※記述式で回答 
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２．アンケート調査結果 

２－１．家財の地震対策 

（１）大地震発生時の予想家財被害 

 「仮に居住地域で大地震が起こった

時，住宅内にある家財にどのような被

害が発生すると思うか」を質問した． 

 「部屋の散乱」と「家具の転倒」が

８割超，「家具の上の危険物の落下」

が７割超となっている． 

 

 (注) アンケート調査結果については図表番号は 

   省略した（以下同じ）． 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家具転倒防止措置の実施状況 

 まず，「地震に備えて家具類の固定による転倒防止措置をしているか」について質問

した．さらに，「固定していない」と回答した人にその理由を質問した． 

 

① 家具転倒防止措置の実施 

 「固定していない」が約６割で最も多く，「一部分固定している」が１／３となって

いる．「大部分固定している」は４％程度と非常に少ない． 

大部分固定している 一部固定している 固定していない

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

9,4574.2 33.3 62.6

 

 

 地方別には，東海地方の「大部分固定している」「一部分固定している」の割合が最

も高い．関東地方，甲信地方の割合も比較的高くなっている． 

ＴＯＴＡＬ  n=9,457
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大部分固定している 一部固定している 固定していない

(%)

北海道

東北

関東

甲信

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州

沖縄

ｻﾝﾌﾟﾙ数

798

919

1,300

727

770

745

925

768

776

1,061

668

3.4

3.8

5.9

7.0

1.9

7.8

3.6

2.5

5.0

2.6

1.6

36.1

35.5

39.5

35.4

30.5

43.5

33.3

25.5

32.2

27.3

24.0

60.5

60.7

54.6

57.6

67.5

48.7

63.1

72.0

62.8

70.0

74.4

 

 

② 家具転倒防止措置を実施しない理由 

 「手間がかかるから」の割合が５割超で最も多く，次いで「費用がかかるから」「固

定しても被害は避けられないと思うから」が多い． 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＴＡＬ  n=5,917
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（３）家財の地震対策の実施状況 

 家庭で実施している家財の地震対策に

ついて質問した． 

 「とくに実施していない」が最も多く

約２／３を占めている．実施されている

家財の地震対策としては，「家電製品の

転倒防止」や「積み重ね家具の連結」が

多い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）正しい家具固定方法の認知度 

 転倒防止の目的で家具固定を行う場合，下図のように正しい固定方法で実施しないと，

転倒防止の効果が十分に発揮されない恐れがあることを画面で説明した上で，下図のよ

うな正しい固定方法を知っていたかを質問した． 

 

 

 「よく知っている」は１割と少なく，「ある程度知っている」が５割，「あまり知ら

ない」が３割，「全く知らない」が１割となっている． 

よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

9,45710.6 50.1 29.2 10.0
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 地方別には，東海地方の「よく知っている」「ある程度知っている」の割合が最も高

いが，他の地方もそれほど大きな差はない． 

よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない

(%)

北海道

東北

関東

甲信

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州

沖縄

ｻﾝﾌﾟﾙ数

798

919

1,300

727

770

745

925

768

776

1,061

668

10.8

10.0

11.6

13.2

7.4

14.4

10.8

7.7

12.0

8.6

10.9

51.8

53.8

50.9

52.3

48.2

54.8

47.7

49.0

50.3

48.5

43.7

29.1

27.3

28.5

25.6

31.9

23.1

32.0

31.3

29.6

31.3

30.7

8.4

8.9

8.9

8.9

12.5

7.8

9.5

12.1

8.1

11.6

14.7

 

 

（５）正しい家具固定方法の実施状況 

 （２）①で示した「家具転倒防止措置の実施状況」に関する質問で，「大部分固定し

ている」「一部分固定している」と回答した人に，（４）で説明した正しい家具固定方

法を実践していたかを質問した． 

 「正しい方法で固定していた」は約３割と少なく，１／４の人が「正しい方法で固定

していなかった」と回答している． 

正しい方法で固定し
ていた

一部のみ正しい方法
で固定していた

正しい方法で固定し
ていなかった

図の説明にはない方
法や器具を使って固
定していた

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

3,54027.7 35.8 25.5 10.9
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２－２．収納家具の所有・設置状況 

 耐久財アンケートでは，収納家具を，たんす（主に衣類を収納するもの．洋だんす・

和だんす・整理だんす等），食器収納家具（食器戸棚・茶だんす・サイドボード等），本

棚，その他の収納家具，の４種類に分けて，高さ別の所有数や設置状況を質問している． 

 

（１）たんす 

① 所有数 

 背の高いものの方が所有数が多くなっている． 

０個 １個 ２個 ３個 ４個 ５個以上

(%)

１．５ｍ以上

１ｍ～１．５ｍ未満

１ｍ未満

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

9,457
1.8

9,457
1.1

9,457
0.7

34.0

41.7

61.8

17.1

26.5

21.3

18.6

18.5

10.3

14.6

8.0

3.8

7.2

2.6

1.4

8.5

2.7

1.3

 

 

② 家具底面と接する床材の種類 

 たんす（所有数合計）の床材種類別の構成割合は，どの高さ区分でも「フローリング

（木）」が最も多く，次いで「畳」が多い．この２つで８割以上を占めている． 

7,897

5,274

3,295

16,466

6,611

3,635

1,770

12,016

1,952

1,319

786

4,057

267

257

218

742
662

261

200

201

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(木)　 畳　 ｶｰﾍﾟｯﾄ(じゅうたん)　 ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ(塩ﾋﾞｼｰﾄ)　 その他の床材  

 

③ 家具転倒防止措置の実施状況 

 どの高さ区分でも「固定な

し」が非常に多くなっている．

「しっかりした固定」「簡易

な固定」の実施割合は，背の

低いものほど小さい． 

 

12,860

9,145

5,814

27,819

2,469

1,218

434

4,121

1,599

2,003

322

82
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合計

固定なし　　 簡易な固定　　 しっかりした固定
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（２）食器収納家具 

① 所有数 

 「１ｍ未満」と「１ｍ～１．５ｍ未満」の食器収納家具は，所有数０個の世帯が８割

超となっている．「１．５ｍ以上」のものは，所有数１個の世帯が５割となっている． 

０個 １個 ２個 ３個 ４個 ５個以上

(%)

１．５ｍ以上

１ｍ～１．５ｍ未満

１ｍ未満

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

9,457
1.0

9,457
0.2

9,457
0.1

28.6

81.9

88.0

51.0

15.0

10.4

15.9

2.6

1.3

3.5

0.4

0.2

0.8

0.1

0.0

0.3

0.0

0.1

 

 

② 家具底面と接する床材の種類 

 食器収納家具（所有数合計）の床材種類は，どの高さ区分でも「フローリング

（木）」が最も多く，次いで「クッションフロア（塩ビシート）」が多い． 

7,325

1,479

849

9,653

170

126

304

138

61

503

1,188

234

182

1,604

207

62

109

378

242

538

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(木)　 畳　 ｶｰﾍﾟｯﾄ(じゅうたん)　 ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ(塩ﾋﾞｼｰﾄ)　 その他の床材  

 

③ 家具転倒防止措置の実施状況 

 どの高さ区分でも「固定なし」が非常に多くなっている．「しっかりした固定」「簡

易な固定」の実施割合は，背の低いものほど小さい． 

6,826

1,778

1,165

9,769

1,119

210

83

1,412

1,321

1,495

79

95

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

固定なし　　 簡易な固定　　 しっかりした固定  
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（３）本棚 

① 所有数 

 「１ｍ未満」と「１ｍ～１．５ｍ未満」の本棚は，所有数０個の世帯が７割超となっ

ている．「１．５ｍ以上」のものは，所有数０個の世帯が５割で最も多く，１個が３割

弱となっている． 

０個 １個 ２個 ３個 ４個 ５個以上

(%)

１．５ｍ以上

１ｍ～１．５ｍ未満

１ｍ未満

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

9,457
0.9

9,457
0.4

9,457
0.5

50.4

75.2

74.2

27.1

14.9

14.4

12.9

6.2

6.2

5.3

2.1

2.8

2.0

0.8

1.1

2.4

0.8

1.3

 

 

② 家具底面と接する床材の種類 

 本棚（所有数合計）の床材種類は，どの高さ区分でも「フローリング（木）」が最も

多く，次いで「畳」と「カーペット（じゅうたん）」が同程度となっている． 

5,652

2,386

2,559

10,597

1,469

783

972

3,224

1,233

611

630

2,474

213

111

160

484

145

93

211

449

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(木)　 畳　 ｶｰﾍﾟｯﾄ(じゅうたん)　 ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ(塩ﾋﾞｼｰﾄ)　 その他の床材  

 

③ 家具転倒防止措置の実施状況 

 どの高さ区分でも「固定なし」が非常に多くなっている．「しっかりした固定」「簡

易な固定」の実施割合は，背の低いものほど小さい． 

6,310

3,452

4,166

13,928

1,205

420

252

1,877

1,197

1,423

112

114

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

固定なし　　 簡易な固定　　 しっかりした固定  
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（４）その他の収納家具 

① 所有数 

 どの高さ区分も所有数０個の世帯が８割超となっている． 

０個 １個 ２個 ３個 ４個 ５個以上

(%)

１．５ｍ以上

１ｍ～１．５ｍ未満

１ｍ未満

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

9,457
0.3

9,457
0.3

9,457
0.5

82.6

85.5

81.1

10.6

7.6

7.9

4.0

4.3

5.1

1.6

1.5

2.7

0.6

0.5

1.2

0.6

0.7

2.1

 

 

② 家具底面と接する床材の種類 

 その他の収納家具（所有数合計）の床材種類は，どの高さ区分でも「フローリング

（木）」が最も多く，次いで「畳」が多い． 

1,777

1,513

2,409

5,699

466

449

870

1,785

276

346

541

1,163

164

155

244

563 373

198

92

83

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(木)　 畳　 ｶｰﾍﾟｯﾄ(じゅうたん)　 ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ(塩ﾋﾞｼｰﾄ)　 その他の床材  

 

③ 家具転倒防止措置の実施状況 

 どの高さ区分でも「固定なし」が非常に多くなっている．「しっかりした固定」「簡

易な固定」の実施割合は，背の低いものほど小さい． 

2,199

2,263

3,969

8,431

263

236

246

745

304

407

47

56

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.5m以上

1m-1.5m未満

1m未満

合計

固定なし　　 簡易な固定　　 しっかりした固定  
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